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外国人と人権 違いを認め、共に生きる

このビデオに関するお問い合わせ先

公益財団法人人権教育啓発推進センター
〒105-0012　東京都港区芝大門2-10-12 KDX芝大門ビル4F
TEL.03-5777-1802（代表）　FAX.03-5777-1803
ホームページ　http://www.jinken.or.jp

このビデオの貸し出し、その他人権啓発資料等については

人権ライブラリー　※人権教育啓発推進センター併設
TEL.03-5777-1919　FAX.03-5777-1954
ホームページ　http://www.jinken-library.jp　
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このDVDは、外国人に関する人権問題をドラマや解説で明らかにし、多様性を認め、人が人を大切に
する人権尊重の社会をつくりあげるために何ができるかを考えるものです。外国人に対する偏見や差別
をなくし、皆が住みよい社会を築くために私たちにどのようなことが問われているのかを学びます。

オープニング
日本を訪れる外国人
も、日本で暮らす外
国人も共に増えてい
る中、外国人の人権に関わる様々な問題が
起きていることについて、ナビゲーターの
サヘル・ローズさんがコメントする。

ドラマ「家庭・地域で見られる偏見や差別」
住宅街のごみ集積所
で、地域の住民が、
２か月前に越してき
た外国人の家族につ
いてうわさをしている。ごみ出しのルール
や、夜の大声などの問題で迷惑になってい
るというのがその内容だ。
住民は大家に苦情を言いに行く。しかし、
実際に会って話をすることで、誤解が解け、
少しずつ外国人一家と地域住民は打ち解け
ていく。

ドラマ「職場で見られる偏見や差別」
日系ブラジル人3世のカルロスは、日本語は
片言程度しか話すことができない。1か月前
から金属加工工場で働いているが、言葉が
つたないことで、職場でコミュニケーション
をとるのが難しく、仕事もなかなか覚えられ
ない。職場で物がなくなっても、カルロスが
疑いの目で見られるなど、孤立していた。
そんなある日、カルロスが職場でけがを
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した先輩を助けたこ
とがきっかけとなり
誤解が解け、日本人
の同僚と親しい関係
になっていく。

ドラマ「ヘイトスピーチ」
朴正訓は在日韓国人の4世。中学2年生だ。
地元の学校に通い友人にも恵まれている。
そんなある日、インターネットでヘイトス
ピーチの映像が流れるのを正訓は目にす
る。憎悪にあふれる動画がアップされてい
るのを見て、正訓は恐怖を感じ、見えない影
におびえるようになり、学校に行けなくなっ
てしまう。友人の彰人は、正訓を励まそうと
クラスメイトとともにメッセージを伝える。

解説「多文化共生社会をめざして」
お茶の水女子大学名誉教授の宮島喬先生を
迎え、サヘル・ローズさんのナビゲートで、
偏見や差別を乗り越え多文化共生社会を築
くために私たちに何ができるかを考える。

本DVDに収録されている映像は、動画共有サイトYouTubeの
「法務省チャンネル」及び「人権チャンネル」で視聴可能です。
○法務省チャンネル https://www.youtube.com/MOJchannel
○人権チャンネル    https://www.youtube.com/jinkenchannel


